














はじめに 

 環境変異原から人類集団を護る方途として,先天異常の総合的な監視体制(モニタリング

システム)をわが国に導入するため，昭和 55 年神奈川県域を調査区域としてパイロットス

タディーを企画し,昭和 56 年より実施に踏み切ったところであるが,本年も前年に引き続

き,主として視診で容易に診断できる外表奇形をマーカーとする情報収集を行った。今回は

昭和 56 年 10 月から昭和 57年 9 月までの 1年間の調査結果を報告し,あわせて本プログラ

ムの問題点と将来への展望について検討する。 


